
江東区無電柱化推進計画 

3.江東区の無電柱化状況 

3-1区道の無電柱化の状況 

江東区が管理する道路（区道）の無電柱化率は７．２％となっています。 

 

江東区が管理する道路（区道）・・・・・・・・・・・・・・３１４ｋｍ 

無電柱化済道路延長・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２２．６ｋｍ 

無電柱化率・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ７．２％ 

（令和２年３月末見込み） 

区道における無電柱化の状況については、次ページに示す図のとおりです。 

 

3-2区道の無電柱化の変遷 

区道における無電柱化は、昭和５０年代に電線管理者が主体となる単独地中化方式に

より整備が始まりました。 

「電線共同溝の整備等に関する特別措置法」が施行された平成７年以降は、土地区画

整理事業や民間開発に伴い、電線共同溝方式により整備された路線の移管を受け、区が

管理を行ってきました。 

現在までに区が主体で整備した路線は、すべて電線共同溝方式によるもので、下表に

示すとおりです。 

区が主体で整備した路線の一覧（事業中を含む） 

路線名（地区名・事業名等） 整備延長 整備時期 

特別区道江９号・深１０３号・江４２号 

（富岡地区無電柱化モデル事業） 
９３０ｍ 

平成２２年度 

（完成） 

特別区道江１４４号・江１７０号 

（都市計画道路補助第１９９・２００号線整備事業） 
３００ｍ 

平成２４年度 

（完成） 

特別区道江１７２号 

（臨海豊洲地区無電柱化事業） 
４８７ｍ 

平成２５年度 

（完成） 

特別区道城３号 

（城東地区無電柱化事業） 
１９０ｍ 

平成２７年度 

（完成） 

特別区道江４７０号・江４９０号・江６１７号 

（ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ･ﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟｯｸ競技会場周辺路線無電柱化事業） 
１,０４６ｍ 

令和元年度 

（完成） 

特別区道江１２８号 

（都市計画道路補助第１１５号線整備事業） 
５２０ｍ 事業中 

特別区道江４９４号外５路線 

（仙台堀川公園周辺路線無電柱化事業） 
２,２００ｍ 事業中 

      

区が主体となって整備を実施した路線（例）亀戸地区 

事業前 事業後
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